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１ 事業の概要
地区概要

ぶんごたかだ

西国東地区は大分県豊後高田市に位置し、農林水産省の直轄干拓事業により昭和21年から昭
和44年にかけて造成された。
現在、背後地は、白ねぎ、葉たばこ、落花生等の営農が展開される優良農地となっている。

すおうなだ

本地域は南海トラフ及び周防灘断層帯主部の巨大地震の影響を受ける地域であるが、堤防等の
施設は、必要な耐震性能を有しておらず、地震による砂質地盤の液状化被害も危惧されている。
また、常襲する台風により常に高潮・高波による農作物等の被害が生じている。
このため、海岸堤防に必要な機能の確保を目的とした整備を早急に行い、大規模地震及び高

潮による甚大な被害を防ぐものである。

周防灘

国東半島

豊後高田市

■防護面積：1,100ha
■改修延長：7,310m
■総事業費：250億円
■事業工期：平成30年度～

令和18年度(19年間)
■主要工事計画：
堤防工 L=7,310m
排水樋門工(３箇所)
排水機場工(３箇所)

計画概要
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２ 主要工事計画

【第１工区】

堤防補強計画

【第２・３工区】

堤防補強計画

【第２・３工区】排水樋門・排水機場計画

第２工区 第３工区
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３ 工事実施中の環境への配慮

【工事から排水する水質監視】

排水樋門や排水機場の造設時はコンクリート

打設による排水のＰＨ値が規定値以下となるよ

う監視し遊水池へ放流しています。

また、毎年４回、遊水池側と海側で採水を行い

水質の変化を監視して、海域への影響が殆どな

いことを確認しています。

【希少植物「ウラギク」の保全活動】

干拓地内には希少植物のウラギクが堤防遊水池際に自生するため、令和６年度第２工
区法面被覆工事の実施前（11月）に結実した種子を採取し、第２工区び第３工区の堤防遊
水池際に蒔き、８月には発芽が確認できました。

また、採取していた種子をプランターに播種（R7.2）し、真玉庁舎東側での直営栽培を試
み、下の写真の様に15ｃｍ程度の苗（70本）を第２工区の現場に定植しました。

現地の自生苗

ポット苗

－3－



４ 令和７年度の工事実施状況
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【第２･３工区堤防法面工事】

施工前 → 施工後

５ 工事実施状況写真

【第１工区抑止矢板工事】 圧入機による

抑止矢板の施工

施工前 → 施工後

【第１工区堤防法面工事】
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【２・３号排水樋門、排水機場工事】

赤
坂
川

3号排水機場工
（基礎工、吸込水槽工、吐出水槽工、
上屋建築、ポンプ設備、除塵設備）

２号排水樋門工
基礎工、樋門本体工、川裏水路工、

取付擁壁工、ゲート設備

3号排水樋門工
基礎工、樋門本体工、川裏水路工、

取付擁壁工、ゲート設備

２号排水機場工
（基礎工、吸込水槽工、吐出水槽工、
上屋建築、ポンプ設備、除塵設備）

２・３号排水機場ポンプ工事による吐出管の据付状況
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７ 事業所紹介

真玉庁舎 ３階：庶務課

２階：工事課

○今年６月の梅雨前線豪雨時に１工区排水
機場No.1ポンプが故障したため、九州農
政局が所有する災害応急用ポンプを市が借
受し排水管理が行われている。

６ 災害応急用ポンプ設置
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